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細胞接着には上皮間にみられるようなSymmetric homotypic、シナプスにみられるようなAsymmetric homotypic、精巣にみられるようなheterotypicに分けられる。これを上皮に限ってみるとさらに、simple squamous、simple cuboidal、simple columnar、stratified squamous、stratified cuboidal、pseudostratified columnar、transitionalにわけられる。
上皮の細胞接着にはAdherens junctionとtight junctionがあり、内皮にも両者がある。間葉系にはAdherens junctionがありtight junctionはない。tight junctionにはBarrier機能とFence機能がある。

体表にある上皮細胞間にはtight junctionがあり重要な役割を果たしている。上皮細胞間にはAJ(Adherens junction）がありそのapicalにTJ(tight junction)があり、basalにAJ dependentのDesmosomeとAJ dependentのGAP junctionがある。AJを壊すとTJ、Desmosome 、GAP junction すべて壊れてしまい上皮細胞接着にはAJが重要である。AJのなかに、Ca dependentな接着分子が発見されたのがカドヘリン。カドヘリンにはE-、P-等あるが同じタイプ同士しか結合せず、homotypicな接着を行うことができる。この接着の前にはNectin同士の結合が起こるがAfadinが関与しておりこのNectin-Afadin systemが接着の最初のトリガーとなって、その後にカドヘリンによる接着が起こっている。Nectin同士は1と3は最も強く結合するが、同じもの同士は混ざらない。
眼科領域においては、Nectin-1とNectin-3のノックアウトマウスでは小眼球、硝子体欠損、網膜が波打ち、水晶体の異常、毛様体の異常が見られる。Nectine-1のノックアウトでは生まれた瞬間に眼が開いている。このような異常が見られる。発生段階の眼球や、網膜にもNectin-1やAfadinが発現していることがわかっている。
（文責：永田　健児）

